平成１８年度学生提案型地域活性化プロジェクト助成・募集要項

１．目的

本学の大学院に在籍する学生自らが，地域社会の課題に対し地域社会と協働で実施するプロジェクトを公募し助成することで，学生の技術者としての倫理観と創造性・指導性を備えた実践的技術者マインドの滋養を図る。同時に，プロジェクトの実践と独創的な成果の還元により地域活性化を推進し，本学における地域社会貢献の一層の拡大を図る。

２．プロジェクトの要件

　本プロジェクトの応募にあたっては，以下の点を十分に考慮すること。
　(1) プロジェクトの内容は，具体的な地域の課題に対する，地域活性化への貢献が十分に期待できる実践的活動であること。

　(2) 地域活性化の分野あるいは地域課題としては，防災，環境，まちづくり，福祉，教育等が想定されるが，これに限定されるものではない。
　(3) プロジェクトは，地域の団体（自治体，NPO，企業，民間団体，市民団体等）と連携・協働して実施するもの，あるいは連携・協働による企画が含まれること。
　(4) プロジェクトは，すでに実施中か新規の提案かは問わない。

 （5) プロジェクトの期間は１年以内とする。
３．応募資格等

　(1) 本学の修士課程又は博士課程に在籍中の学生であること。

　(2) 応募は個人又はグループによる。

４．助成金額及び助成件数

　１件につき１５万円を限度として数件に対して助成を行う。なお，応募状況及び内容により変更する場合もある。

５．応募手続

　(1) 提出書類　：　平成１８年度学生提案型地域活性化プロジェクト計画書（様式１）

　　　　　　　　　（計画書のダウンロード：大学公式ホームページ（http://www.tut.ac.jp/Frame99/gp/gp.htm））
　(2) 提出期限　：　平成１８年６月２日（金）１７：００　厳守

　(3) 提出先　　：　教務部　学務課　大学院係（内線：６５４３，e-mail：kyoumu@office.tut.ac.jp）

６．選考方法等

　(1) 現代GP（地域）推進責任者は，７に定める選考委員会による審査に基づき，助成対象となるプロジェクトを決定する。

　(2) 選考委員会による審査は，プロジェクト計画書に基づく書類審査及び書類審査通過者に対するヒアリングによって行う。

      ヒアリングは６月中旬とし，詳細は後日各自に連絡する。

　(3) 選考は，以下の基準に従って行う。

　　　　　　　　　　1) 地域活性化に対する提案内容の独創性と具体性

　　　　　　　　　　2) 地域活性化への貢献の期待性

　　　　　　　　　　2) 地域団体との連携・協働の具体性

　　　　　　　　　　3) 実施計画の妥当性と実施可能性

　　　　　　　　　　4) 実施経費の妥当性

７．選考委員会

　　選考委員会は，現代GP(地域)プログラム開発推進本部の構成員をもって組織し，委員長は，現代GP（地域）推進責任者が同構成員の中から指名する。

　

８．プロジェクト成果の報告等

　(1) 助成の対象となった学生（個人又はグループ）は，実施成果報告書を平成18年12月末までに現代GP（地域）プログラム開発推進本部に提出すること。

　(2) また現代GP（地域）プログラム開発推進本部が開催する，公開の成果報告会において成果を発表すること。
　(3) 実施成果報告書の書式及び公開成果報告会の実施要領等は，別途指示する。

９．その他

　(1) 助成の対象となった学生（個人又はグループ）に対しては，豊橋駅前サテライト・オフィスの優先的利用等，プロジェクト実施の便宜を図る。

　(2) プロジェクトの応募にあたっては，必ず指導教員の承認を得て行うこと。

　(3) プロジェクト実施に伴う経費（助成金）の支出は，学生の所属する指導教員を通じて行う。
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